
７神奈川の大学

荏本教授の研究に興味を持った
住民が「防災塾・だるま」を設立
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全
国
に

キ
ャ
ン
パ
ス
・

学
部
を
抱
え
る
東
海
大
学
。
学

生
の
「
集
い
力
」
「
挑
み
力
」

「
成
し
遂
げ
力
」
の
養
成
を
目

的
に
、
２
０
０
６
年
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
た
。

年
度
は
地
域
活
性
化
や
モ
ノ

づ
く
り
な
ど
を
テ
ー
マ
に

件

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
活
動
。
な

か
で
も
ラ
イ
ト
パ
ワ
ー
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
チ
ー

ム
が
熱
を
帯
び
て
い
る
。

　
工
学
部
電
気
電
子
工
学
科
の

木
村
英
樹
教
授
の
チ
ー
ム
は
、

南
ア
フ
リ
カ
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
隔
年
ご
と
に
開
催
さ
れ
る

ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
レ
ー
ス
で

年

か
ら
５
連
覇
中
の
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
チ
ー
ム
だ
。
今
は

月
の
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
会
に
向
け
て

急
ピ
ッ
チ
で
車
両
開
発
が
進

む
。
今
年
も
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
製

の
太
陽
電
池
と
リ
チ
ウ
ム
イ
オ

ン
電
池
、
東
レ
の
炭
素
繊
維
な

ど
日
本
を
代
表
す
る
企
業
の
技

術
が
結
集
し
た
。

　
世
界
一
の
車
両
を
製
作
し
続

け
る
秘
密
に
つ
い
て
、
木
村
教

授
は
「
弱
点
が
な
い
と
こ
ろ
」

と
き
っ
ぱ
り
。
高
効
率
な
電
力

制
御
回
路
や
車
両
の
軽
量
化
に

加
え
、
気
象
衛
星
ひ
ま
わ
り
を

活
用
し
た
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の

気
象
デ
ー
タ
取
得
と
い
っ
た
サ

ポ
ー
ト
体
制
も
備
え
る
。

　
技
術
の
進
歩
に
伴
い
、
開
発

の
規
制
は
厳
し
さ
を
増
し
て
お

り
、

年
に
は
化
合
物
太
陽
電

池
の
搭
載
面
積
が
縮
小
、
今
年

は
４
輪
マ
シ
ン
が
条
件
に
加
わ

っ
た
。
木
村
教
授
は
「
ほ
ぼ
ゼ

ロ
か
ら
の
設
計
に
な
り
、
作
業

量
は
格
段
に
増
え
た
」
と
苦
笑

い
す
る
。
そ
れ
で
も
「
在
学
中

に
エ
ン
ジ
ニ
ア
か
ら
指
導
を
受

け
ら
れ
る
機
会
は
多
く
は
な

い
。
座
学
偏
重
に
な
り
が
ち
だ

が
、
実
践
力
の
向
上
に
つ
な
が

っ
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
。

「揺れやすさマップ」活用地域プロジェクト

　
神
奈
川
大
学
は
地
域
社
会
へ

の
貢
献
に
力
を
入
れ
て
い
る
大

学
の
一
つ
だ
。
今
年
度
か
ら
県

内
の
中
小
企
業
を
対
象
に
リ
チ

ウ
ム
イ
オ
ン
二
次
電
池

Ｌ
Ｉ

Ｂ

の
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
を
新
設

し
た
ほ
か
、
工
学
部
機
械
工
学

科
を
中
心
に
学
科
単
位
で
産
学

連
携
を
推
進
。
研
究
で
培
っ
た

豊
富
な
知
識
や
実
験
設
備
を
積

極
的
に
開
放
し
て
お
り
、
長
年

に
わ
た
っ
て
神
奈
川
県
の
発
展

に
貢
献
し
て
い
る
。

　
な
か
に
は
地
域
住
民
レ
ベ
ル

の
活
動
ま
で
つ
な
が
っ
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
も
少
な
く
な
い
。
そ

の
一
つ
が
工
学
部
建
築
学
科
の

荏
本
孝
久
教
授
の
手
が
け
る
地

図
情
報
シ
ス
テ
ム

Ｇ
Ｉ
Ｓ

「
揺
れ
や
す
さ
マ
ッ
プ
」
だ
。

ど
の
地
域
が
ど
れ
く
ら
い
地
震

の
影
響
を
受
け
る
の
か
を
可
視

化
し
た
も
の
で
、
文
部
科
学
省

が
支
援
す
る
「
学
術
フ
ロ
ン
テ

ィ
ア
推
進
事
業
」
の
一
環
と
し

て
構
造
計
画
研
究
所
な
ど
の
企

業
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
き

た
。

　
荏
本
教
授
が
作
成
し
た
揺
れ

や
す
さ
マ
ッ
プ
の
最
大
の
特
徴

は
地
域
性
の
高
さ
だ
。
全
国
マ

ッ
プ
は
内
閣
府
が
統
一
的
な
作

成
方
法
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
ま
と
め

て
公
表
し
て
い
る
が
、
メ
ッ
シ

ュ

観
測
網

の
範
囲
が
１

四
方
と
大
き
い
。
一
方
、
教

授
の
チ
ー
ム
は
神
奈
川
県
内
の

各
自
治
体
レ
ベ
ル
ま
で
詳
細
化

す
る
た
め
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

に
よ
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

用
い
て
メ
ッ
シ
ュ
を

四
方

ま
で
縮
小
。
地
震
に
よ
る
地
盤

の
揺
れ
を
事
業
所
単
位
で
把
握

で
き
る
よ
う
に
し
た
。
地
図
は

表
面
地
盤
が
固
い
場
所
を
基
準

に
し
て
、
地
面
の
揺
れ
る
速
度

が
基
準
よ
り
も
１
・
２
倍
以
上

な
ら
青
、
２
・
４
倍
以
上
な
ら

赤
と
い
っ
た
よ
う
に
増
幅
率
を

色
分
け
し
て
お
り
、
住
民
は
一

目
で
自
宅
近
く
の
状
況
を
確
認

で
き
る
と
い
う
。

　
さ
ら
に
、
荏
本
教
授
は
揺
れ

や
す
さ
マ
ッ
プ
を
活
用
し
て

「
地
震
分
布
図
」
の
作
成
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
今
後
想
定
さ

れ
る
南
関
東
地
震
な
ど
が
発
生

し
た
場
合
、
ど
れ
く
ら
い
の
震

度
に
な
る
か
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
し
た
も
の
で
、
こ
れ
ま
で

に

の
地
震
を
想
定
し
た
マ
ッ

プ
を
作
っ
て
い
る
。

　
東
日
本
大
震
災
を
機
に
防
災

へ
の
意
識
が
一
段
と
高
ま
る

中
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
意
識

変
化
や
企
業
の
緊
急
時
事
業
存

続
計
画

Ｂ
Ｃ
Ｐ

の
策
定
が

急
務
と
な
っ
て
い
る
。
荏
本
教

授
は
も
と
も
と
建
物
の
耐
震
化

を
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
い
た
が

「
阪
神
大
震
災
で
建
物
の
研
究

だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
と
実
感

し
た
。
住
民
一
人
ひ
と
り
の
防

災
意
識
を
持
つ
こ
と
が
重
要
に

な
る
」
と
指
摘
す
る
。
都
市
防

災
は
電
気
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
や

建
物
の
耐
震
化
と
い
っ
た
ハ
ー

ド
面
で
の
研
究
が
中
心
だ
っ
た

が
、
荏
本
教
授
は
地
域
社
会
の

あ
り
方
や
意
識
改
革
か
ら
防
災

を
考
え
る
ソ
フ
ト
面
の
耐
震
化

が
欠
か
せ
な
い
と
み
て
い
る
。

　
実
際
、
研
究
に
興
味
を
持
っ

た
住
民
た
ち
に
よ
っ
て
、
人
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
防
災
ま

ち
づ
く
り
を
提
案
す
る
「
防
災

塾
・
だ
る
ま
」
が
発
足
。
１
０

０
人
以
上
が
会
員
登
録
し
て
お

り
、
防
災
情
報
の
交
換
、
講

座
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
実
施
し

て
い
る
。
荏
本
教
授
は
「
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
も
情
報
提
供

し
て
い
る
が
、
講
演
会
な
ど
で

よ
り
多
く
の
人
に
伝
え
て
い
き

た
い
」
と
意
気
込
む
。

出荷検査で実用化太陽電池の研究

　
厚
木
市
に
位
置
す
る
神
奈
川

工
科
大
学
で
は
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る

研
究
で
成
果
が
あ
っ

た
。
板
子
一
隆
教
授

は
、
太
陽
電
池
の
一

部
の
セ
ル
が
太
陽
光

の
影
に
な
る
こ
と
で

温
度
が
上
昇
し
て
し

ま
う
「
ホ
ッ
ト
ス
ポ

ッ
ト
」
現
象
に
つ
い

て
、
同
現
象
を
起
こ

す
可
能
性
の
高
い
セ

ル
を
パ
ネ
ル
出
荷
前

の
段
階
で
特
定
す
る

技
術
を
開
発
し
た
。

太
陽
電
池
メ
ー
カ
ー

が
出
荷
検
査
を
素
早

く
で
き
る
よ
う
に
な

る
ほ
か
、
太
陽
電
池
を
仕
入
れ

て
一
体
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
販

売
す
る
企
業
が
、
電
池
の
受
け

入
れ
検
査
で
活
用
す
る
こ
と
で

自
社
シ
ス
テ
ム
の
信
頼
性
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
使
い
方
も
で
き

る
。

　
素
早
い
検
査

は
、
同
技
術

が
、
全
体
に
流

れ
る
短
絡
電
流

の
変
化
を
検
出

し
て
電
気
的
に

素
早
く
特
定
す

る
た
め
。
一
つ

ひ
と
つ
の
セ
ル

に
端
子
を
つ
け

て
検
査
す
る
方

法
に
比
べ
、
電

気
制
御
に
よ
り

自
動
的
に
影
を

つ
け
て
い
き
、

全
体
に
流
れ
る

電
流
の
変
化

電
流
比

を
検

出
す
る
た
め
短
時
間
、
低
コ
ス

ト
で
検
査
で
き
る
よ
う
に
な

る
。

　企業の研究機関が多く立地する神奈川県において、大学と企業は技術開発や人材育成など
で連携を深めてきた。現在、連携の動きは大手企業に限らず、地元の中小企業や地域住民と
いった地域密着型の活動まで広がりをみせつつある。また、大学側は学生に主導権を持たせ
ることで、講義中心の教育だけでなく、より実践的なモノづくり力の向上に力を入れてい
る。少子高齢化や大学生の就職率低迷など、大学が抱える課題は多い。神奈川の大学は地域
社会への貢献と世界に通じる人材育成で存在感を高める。

地域密着で成果広がる連携の動き
　　 ２０１３年 平成２５年 ７月１０日 水曜日 【広告特集】 （ ）


